
遺留分の侵害（２０２５年７月９日掲載）

最低限の相続　請求する権利

【質問】

　父が、兄に全ての財産を相続させるという遺言を残して亡くなりました。私と母

にはもう、何も言う権利はないのでしょうか。

　

【回答】　　　　　　　　　　　　　

　まず前提として、お父さまが遺言書を残しておられるかと思いますので、まずは

遺言書が有効か判断する必要があります。仮に遺言書が有効なものであったとして

も、あなたとお母さまには「遺留分」という最低限の相続権があります。

　例えば、本件の場合、遺産全体に対して、お母さまは４分の１、あなたは８分の

１の割合で権利を持っていることになります。つまり、遺言でお兄さまに全て譲る

とされていても、あなたとお母さまにはそれぞれ上記の割合による請求をする権利

があります。

　なお、遺産全体と書いていますが、正確には、相続開始時における被相続人の積

極財産（遺贈財産を含む）＋相続人に対する生前贈与の額（原則１０年以内のも

の）＋第三者に対する生前贈与の額（原則１年以内のもの）―被相続人の債務の額

となります。

　また、具体的請求額を算出する際には、ご自身が受けた贈与の額などを差し引く

ことになりますので、請求することができるかはしっかりと検討してください。次

にどうやって請求するかですが、遺留分侵害額請求と言い、お兄さまに対して金銭

での支払いを求めることができます。まずは内容証明郵便などでお兄さまに対し支

払いを求める書面を送付すると良いと思います。それでも解決しない場合には裁判

などでの解決を目指すことになるでしょう。

　注意すべき点は、請求期限と請求できる対象です。①請求できるのは、相続の開

始（父の死亡）および侵害を知ったときから１年以内です。②請求の対象は、財産

の返還ではなく、金銭で請求するのが原則とされています。

（弁護士　松永拓也）

　


